
教育委員会版 2024 年度 Vol.1 の冊子をお持ちでない方は、
裏面に記載している２次元コードから特集の各記事にアクセスし、記事をご覧いただいた上で、オンライン座談会にご参加ください。

＊プログラムの内容は変更になる可能性がございます。あらかじめご了承ください。　
＊本オンライン座談会へのご参加には、スマートフォン・タブレット・パソコンのいずれかが必要です。接続にかかる通信費用は、参加される方のご負担となります。

開催日時	 2024年7月20日（土）　13：00 〜 14：30
形式	 オンライン（ZOOM Meeting方式）　　参加費　無料
主催	 ベネッセコーポレーション　 編集部
対象者	 教育長、または教育長に準ずる方
プログラム（予定）
• 教育委員会版 Vol.1・特集の紹介	
•２つの自治体（戸田市教育委員会／熊本市教育委員会）の事例紹介
〜各施策の効果、予算の工夫点 など
•パネルディスカッション
「不登校児童生徒も安心して学べる場をどう創るか」
＊オンライン座談会実施後のアーカイブ提供はございません。
＊お申し込みをされた方に、詳しい参加方法をご案内します。

問い合わせ先　 編集部　view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

2024 年 7月12 日（金）

参加申し込み締め切り

右記の２次元コード、
または下記URLから
お申し込みください。

https://enquete.benesse.ne.jp
/forms/o/wed5df65f8/form

参加申し込み方法

今年度の 教育委員会版は、各号の発刊後に、特集のテーマと連動したオンライン座談会を開催します（年３回
を予定）。１回目となる今回は、本誌 Vol.1 の特集のテーマである「不登校児童生徒への支援」について、誌面でご紹介
した自治体の教育長や有識者とともに、どのような施策が効果的なのか、施策の実行に必要な予算をどのように確保する
のかといった論点の下、考えます。

不登校児童生徒も
安心して学べる場を創るには？
─予算面も含めた取り組みの事例を基に考える─

7月20日（土）開催　オンライン座談会のご案内
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4GVOL1-B本紙は、部署内にご配布ください。

教育長を対象としたオンライン座談会を開催！　詳細は裏面へ

不登校児童生徒も
安心して学べる場を創った
３つの自治体の先進事例を掲載
〜施策立案にご活用ください
不登校児童生徒（小・中学生）の数は年々増加しており、全国で約 30 万人に上ります。その喫緊

の課題に、各自治体・教育委員会はどう取り組んでいけばよいのでしょうか。ベネッセコーポレーショ

ンが発行する 教育委員会版 Vol.1の特集では、不登校児童生徒への支援施策を考え

る上で土台となる国の施策の詳細を始め、専門家の解説や先進事例を掲載しています。

「教育×シティプロモーション」の先進事例
移住者が年々増加している愛媛県西条市
が行う、教育に関するシティプロモーショ
ンとは。シティプロモーションの専門家
が解説します。

教委の新規事業実現までのストーリー
大分県玖

く す

珠郡玖珠町は、企業と連携して
小・中学生にＩＣＴ研修を行うなど、町の
未来を担う人材の育成に取り組んでいま
す。その事業の実現のプロセスを紹介。

不登校児童生徒も
安心して学べる場を創る

連載コーナーも
ぜひご覧ください

特集

教育委員会版とは？　
全国の教育委員会に向けて、
ベネッセコーポレーションが年
３回程度発刊している教育情
報誌です。本誌は、教育総合
情報サイト で
もご覧いただけます。

表紙はこちら

国が進める不登校児童生徒への
支援施策とは？

「学びの多様化学校」とは？ 「登校しぶり」から不登校を防ぐ
手立てとは？

オンラインを活用した、
不登校児童生徒への支援策とは？

不登校の要因とは？

文部科学省による施策の詳解
国の施策の中心である「COCOLOプラン」
の内容を解説するとともに、今後の施策の
方向性についても展望しています。

東京都八王子市教育委員会の事例
全国に先駆けて設置した不登校特例
校（当時）の20年間の経験を基に
実施している不登校児童生徒への支
援施策について詳解。

埼玉県戸田市教育委員会の事例
戸田市では、教室に行けない子ども
の居場所として、校内サポートルー
ムを全市立小学校に設置。不登校の
予防に成果が出ています。

熊本県熊本市教育委員会の事例
熊本市は全市を対象に、オンライン
で不登校児童生徒を支援する授業を
配信。学校内外における学びの多様
化を図っています。

専門家が調査結果を解説
文部科学省委託事業として不登校の要因を
調査した研究所の所長に、不登校の要因と
支援の手立てについて聞きました。

本誌のトップ
ページは

こちらから

各記事は、教育総合情報サイト　　　　　　　 でもご覧いただけます。２次元コードからアクセスしてください。

教育委員会版　2024 Vol.1 発刊のお知らせ


